
「2022 サイエンスパーク」の開催要領 
 

１ 目的 
・ 道民が科学技術を身近に感じることを通じて、科学技術に対する理解と信頼を得ることがで

きるよう、多くの方が科学技術に触れ、親しむことができる機会を創出する。 
・ 試験研究機関や教育機関、民間企業など関係機関が一体となり、多様な主体が連携すること

で、科学技術の振興に向けた取組を加速させる。 
・ 道が推進する「北海道 Society5.0」が描く未来社会について道民の理解を深めることで、今

後の施策を円滑に進める。 
 
２ 主催等 

・ 主催 北海道、北海道立総合研究機構(道総研) 
・ 後援、協力等については、今後、調整予定 
・  

３ 日程及び開催方法 
・ 会場での開催のほか、全道域での波及を目指しオンラインにおいても開催するとともに、オ

ンラインにおいても会場の展示を体感できるよう、体験ブースの動画配信など工夫を図る。 
開催形式 会場形式 

(ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ･ﾀｯﾁ) 
オンライン形式 

(ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ･ｵﾝﾗｲﾝ) 
（会場展示） （体験教室） 

内 容 科学に関する展示や実物に
触れるなど体験 

科学に関する化学実験や科
学工作を体験 

科学に関する動画などの 
オンラインコンテンツの提供 

開 催 日 7/24(日) 
[１日間] 

8/2(火)~8/3(水) 
若しくは 8/3(水)~8/4(木) 

7/19(火)～8/31(水) 
[44 日間] 

会 場 札幌駅前通地下歩行空間(チカホ) 
…科学技術関連展示 

札幌市北 3 条広場(アカプラ) 
…society5.0 体験展示 

札幌エルプラザ 4 階 
大研修室、研修室２~５ 

インターネット上 
（道 HP にポータル P 開設） 

 
４ 出展者 

・ サイエンスパークの開催目的に賛同した試験研究機関、教育機関、民間企業等や「北海道
Society5.0」に係る未来技術に関連した企業等から、公募した上で決定することとする。 

・ なお、出展者は、別途定める出展要領等に沿って出展することとする。 
 

５ 参加者 
・ 小学生を中心とした子どもや、子どもの保護者をはじめとする道民が無料で参加出来る事と

する。体験教室に関しては、事前に参加者を募り応募多数の場合は抽選で決定することとす
る。(体験形式については、小学生のみ申し込むことができることする。) 

 
６ イベント全体構成 
(1) 会場展示 

・ 出展者の活動ＰＲを通じた科学技術の理解促進・普及活動 
・ 当日参加者を対象とした簡単な科学体験の実施 
・ 科学に関する展示や実物に触れることの出来る展示を実施する。（チカホ） 



・ 未来技術の展示に特化した北海道 Society5.0 体験ゾーン展示も実施する。（アカプラ） 
(2) 体験教室 

・ 科学実験や科学工作などを通じて実際に科学を体験することを想定 
・ 参加者は事前申込を前提 

(3) オンライン 
・ (1)～(2)をオンラインにおいても体験できるコンテンツを掲示 
・ 出展者によるコンテンツのほか、(2)を動画コンテンツ化して用意 

 
７ 開催ＰＲ 

・ (株)アドバコムの協力による「エコチル」への記事･広告の掲載のほか、広報広聴課の道政
広報ツールや SNS 等の活用。 

・ ポスターやチラシを地下鉄駅や公共施設へ備えることで、広く道民の目に触れさせる。 
 


